
この度は弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
本取扱説明書にしたがい安全にお使いください。
この説明書は製品の使いかたと、ご使用上の注意を記載しています。
製品のご使用前に必ずこの取扱説明書を読んでください。お読みに
なった後も、いつもそばに置いて、わからないときにご再読ください。

●	梱包内容をご確認いただき、不足、破損のある場合は、お求めの販
売店もしくは弊社までお申し出ください。

●	第三者に譲渡・貸与される場合も、この説明書を必ず添付してください。
●	本製品に関するお問い合わせは、お求めの販売店もしくは弊社に
ご連絡ください。

トラック昇降ステップ用手掛かり棒  TRHF-T1L/TRHF-T1R 型
取 扱 説 明 書

●	使用前にこの「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しく使用し
てください。

●	人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくこと
を説明しています。

●	この説明書に書かれた使いかた以外の使用方法や注意事項を守らず
に、事故を起こされても責任を負いかねますのでご了承ください。

●トラック昇降ステップの取扱説明書もあわせてお読みください。

お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

「死亡や重傷を負うおそれが大きい内容」です。

設置するときや持ち運ぶときは、配電線、周囲
の人や物に注意する。
感電や器物損傷などのおそれがある。

 安全上のご注意

 各部のなまえ

「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

適応機種以外に取り付けて使用しない。
本製品の破損による転倒、転落のおそれがある。

手掛かり棒に寄りかからない。
転倒や転落のおそれがある。

改造・分解しない。
本製品の破損による転倒、転落のおそれがある。

破損や変形した本製品は使用しない。
ケガや器物損傷のおそれがある。

ステップを移動させる際は、手掛かり棒を持たない。
本製品の変形などのおそれがある。

組み立てるときは小ねじを確実に固定する。また使用前に
はゆるみや抜け落ちがないか確認し、ある場合は締め直す。
ケガや器物損傷のおそれがある。

使用前には必ず点検を行い、異常の有無を確認する。
ケガや器物損傷のおそれがある。

「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれ
がある内容」です。

本製品を屋外に放置しない。
各部の劣化や腐食のおそれがある。

■締結部品
十字穴付なべ小ねじM4×14（6個）

平座金M4（6個）

戻り止めUナットM4（6個）

■部品

十字ドライバー、M4スパナ必要な工具

※サイズが大きい方が
支柱スペーサーです。

※部品の数量は手掛かり棒本体（L）または（R）1本あたりの数量です。

手掛かり棒本体（R）

手掛かり棒本体（L）

手掛かり棒
操作方法ラベル
（ALF-84-○）

手掛かり棒本体（L）
［TRHF-T1L］

裏補強（2個）

手掛かり棒本体（R）
［TRHF-T1R］

支柱スペーサー（2個）（大）
（小）

本体表示ラベル

トラック昇降ステップ

または
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※この取扱説明書の無断転用を禁じます。
※万一乱丁、落丁がございましたら、お取り替えいたします。

※住宅機器事業部の製品は日本での販売を目的として開発・製造・販売（仕入れ品含む）して
おります。他国に輸出される場合は弊社までご相談ください。

 組み立てかた

 使いかた
ピンを抜き、手掛かり棒がロックされる位置まで回転させてください。

起こしかた

手掛かり棒はトラックのあおりから外した状態で起こし
たり、収納する。
変形や破損のおそれがある。
ステップに昇る前に、手掛かり棒がロックされているこ
とを確認する。
転倒、転落のおそれがある。

天板を折りたたむ際は、手掛かり棒を収納状態にする。
変形や破損のおそれがある。

収納のしかた
手掛かり棒を収納するときは、ロックされるまで手を添えて収納し
てください。

故障かな？と思ったら
＜現象＞ 手掛かり棒のガタツキが大きい

確　認 処　置
ピンがロック状態になって	
いますか。

異常がある場合は、使用を中止して、
弊社までお問い合わせください。

小ねじのゆるみや抜け落ちが
ありませんか。

小ねじがゆるんでいる場合は、小ねじ
を締め直してください。小ねじが抜け
落ちている場合は、使用を中止して、
弊社までお問い合わせください。

廃棄について
本製品を廃棄するときは、廃棄する地域の自治体の指示にしたがって、
適切な方法で廃棄してください。

（取り外しかた）
取り外す際は、手掛かり棒を収納状態にし
てから、逆の手順で取り外してください。

1	ステップ本体の天板を開く 2	手掛かり棒を小ねじで取り付ける※TRHF-736Tに取り付け
る場合は、ステップ本
体の伸縮脚を伸ばし
てから組み立ててく
ださい。（ステップ本
体の取扱説明書参照）

※組み立ては2人で行ってください。

※イラストは手掛かり棒本体（L）の
場合です。

※イラストは手掛かり棒本体（R）の場合です。

手掛かり棒

ピン

手掛かり棒

❶
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ロック状態

ピン

先が出ている

ロック状態

ピン

先が出ている

ロック状態

天板がロックされていることを
確認してください。

ロック解除状態

手掛かり棒には左右がありますので、
向きに注意してください。

ブラケットが
昇降面側を向いている

手掛かり棒

平座金M4

支柱スペーサー

裏補強

十字穴付なべ小ねじ
M4×14
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取り付け穴に干
渉しない位置ま
で伸ばす

戻り止め
UナットM4


